
第３・４学年算数科学習指導案 

日 時 平成 26年 10月 31日(金)２校時 

場 所 盛岡市立川目小学校 3・4年教室 

児 童 3年女 名 4年女 名 計 名 

指導者 小畑 睦子 

＜第３学年＞ 

１ 単元名  

「１３．三角形」 

（東京書籍「新しい算数３下」ｐ３０～４０） 

 

２ 単元について  

（１） 児童について 

児童は，算数の学習に意欲的に取り組み，

自分の考えを積極的に話すことができる。計

算や作業を確実にこなし，間接時には，指示

された活動を自分で進めることができる。 

２年生の時には，三角形や四角形の概念を

学習し，長方形，正方形，直角三角形の概念

や，書き方を学習している。また，３年生で

コンパスの使い方を学習し，コンパスを使っ

て模様を描くことに意欲的に取り組み，コン

パスの扱い方にも慣れている。 

【レディネステストの結果】 

問題のねらい 児童 

三角形の構成要素を分かっているか。  

定規を使って，三角形，四角形の作図ができるか。  

直角三角形を見つけられるか。  

辺の長さに着目し，三角形を弁別できるか。  

(未習)角の意味を知り，二等辺三角形で同じ大き

さの角を見つけられるか。 

 

 

 

（２） 教材について 

本単元では,学習指導要領第３学年Ｃ図形

（１）「図形についての観察や構成などの活動

を通して,図形を構成する要素に着目し,図形

について理解できるようにする。」ア「二等辺

三角形,正三角形について知ること。」イ「角

について知ること。」を学習する。 

第３学年では,辺の長さに着目して三角形

の特徴をとらえ，２辺の長さが等しい三角形

を二等辺三角形，３辺の長さが等しい三角形

を正三角形ということを理解させていくこと

をねらいとしている。また,定規やコンパスを

用いた作図,二等辺三角形や正三角形の観察,

紙を切り抜いてできた三角形を折ったり敷き

詰めたりする活動を通して，理解を深めたり

平面図形の広がりや図形の美しさを感じたり

することもねらいとしている。 

＜第４学年＞ 

１ 単元名   

「１１．面積のはかり方と表し方」 

（東京書籍「新しい算数４下」ｐ１８～３３） 

 

２ 単元について  

（１） 児童について 

児童は，算数の学習に苦手意識を持ってお

り，自分で学習を進めることが難しく，間接

時にも支援を必要とすることが多い。九九や

基本的な加減法の定着に不安があり，確実に

計算することがなかなかできない。 

１年生の時には，面積の意味や測定するこ

との意味を理解する上で基礎となる学習をし

ているが，広さというとらえが難しく，直観

だけで判断をしてしまう。基準量を決めて，

対象が基準量のいくつ分に当たるかを図って

数値化するような操作もかなり難しい。 

【レディネステストの結果】 

問題のねらい 児童 

図形の広さを直観で比較できるか。  

直接比較の考え方を用いて広さを比較できるか。  

任位単位の考え方を用いて広さを比較できるか。  

(未習)長さを与えられた長方形，正方形の広さを

比べることができるか。 

 

 

 

（２） 教材について 

本単元では,学習指導要領第４学年Ｂ量と

測定（１）「面積について単位と測定の意味を

理解し，面積を計算によって求めることがで

きるようにする。」ア「面積の単位 (平方セ

ンチメートル（㎠），平方メートル（㎡），平

方キロメートル（㎢）)について知ること。」  

イ「正方形及び長方形の面積の求め方を考え

ること。」，Ⅾ数量関係（２）「数量の関係を表

す式について理解し，式を用いることができ

るようにする。」イ「公式についての考え方を

理解し，公式を用いること。」を学習する。 

第４学年では,面積についてその単位と測

定の意味を理解し，長方形及び正方形の面積

の求め方について考え，それらを用いて面積

を求めることができるようにすることをねら

いとしている。 



（３）指導について 

本単元では，円周上に点を１２個等間隔に打

った図で，円周上の点や中心を直線で結んでい

ろいろな三角形をつくる活動に取り組み，三角

形に対する興味，関心を高める。 

   第２学年での長方形や正方形を分類した学

習と関連付け，辺の長さという観点に着目させ，

二等辺三角形，正三角形の定義をしっかりとと

らえさせていく。 

   コンパスを使った作図や円の半径の長さを利

用した作図の活動を設け，図形の概念や定義の

理解を深めることができるようにする。 

   作図した後は，写し取るなどして必ず示され

たもとの三角形と重ね合わせ，ぴったり重なる

ことで作図の正しさを確認するように習慣づけ

る。 

  三角形の構成要素としての角については，三

角定規のかどの観察から定義をとらえさせた

後，角の大きさ比べの活動をとおして，角の大

きさは辺の長さに関係なく辺の開き具合だけで

決まることを理解させていく。 

  二等辺三角形や正三角形の角の大きさについ

ては，折ったり重ねたりするなどの操作を通し

て調べ，二等辺三角形では２つの角の大きさが

等しく，正三角形では３つの角の大きさが等し

いことをしっかり理解させる。 

  

３ 単元の目標 

三角形についての観察や構成などの活動を通

して,三角形を構成する要素に着目し,二等辺三

角形や正三角形,角について理解する。 

 

４ 単元の評価規準 

【関心・意欲・態度】 

○二等辺三角形や正三角形の敷き詰めによって

模様の美しさや平面の広がりに気づくとともに,

身の回りから二等辺三角形や正三角形を見つけ

ようとしている。 

【数学的な考え方】 

 ○辺の長さに着目して三角形の特徴をとらえた

り,角の大きさに着目して三角形の性質を見出し

たりして,表現することができる。 

【技能】 

○定規とコンパスを用いて,二等辺三角形や正三

角形を作図することができる。 

【知識・理解】 

 ○角について知り,二等辺三角形や正三角形の意

味や性質について理解し,三角形についての豊か

な感覚をもつ。 

 

（３）指導について 

本単元では，日常生活の中で広さを意識する

場面を取り上げ，比べ方を自由に話し合うこと

で，面積についての興味・関心を高める。 

   面積の基本単位「平方センチメートル(㎠）」

を導入するプロセスを大切にし，４つの段階

(①ものを重ねるなどの直接比較，②何か他の

ものに置き換える間接比較，③ある単位を決め

て比較する任意単位による測定，④共通の単位

を用いて比較する普遍単位による測定)を経て

とらえさせていく。 

   長方形，正方形の求積公式を導く際は，縦，

横に並ぶ１㎠の正方形の数と，辺の長さを表す

数が等しいことをしっかりと理解させる。 

   複合図形の求積方法の学習では，長方形の求

積方法を基にして，図形を分解・合成しながら

様々な方法で求め，自分の考えを説明できるよ

うにする。 

   大きな面積の単位は，なかなか実感を伴わな

いので，地図を活用して，イメージできるよう

に工夫していく。 

   面積を表すには，対象によって適切な単位を

用いることが必要になる。面積の「㎠」，「㎡」

「㎢」「a」「ha」などの単位と，単位の相互関

係を知らせ，必要に応じて使い分けができるよ

うにしていく。 

 

３ 単元の目標 

面積について単位と測定の意味を理解し，面積

を計算によって求めることができるようにする

とともに，面積についての量感を豊かにする。 

 

４ 単元の評価規準 

【関心・意欲・態度】 

○面積を数値化して表すことのよさや，計算によ

って求められることの便利さに気づき，身の回り

の面積を求めるなど生活に生かそうとする。 

【数学的な考え方】 

 ○面積について，量や乗法の学習を基に，単位の

何こ分で数値化して表すことや，辺の長さを用い

て計算で求められることを考え，とらえることが

できる。 

【技能】 

○長方形，正方形の面積を，公式を用いて求める

ことができる。 

【知識・理解】 

 ○面積について，単位と測定の意味や，長方形，

や正方形の面積は計算によって求められること

やその求め方を理解し，面積についての量感を身

につける。 



５ 単元の系統性 

＜２年＞ 

 

⑩三角形と四角形 

・直角の概念 

・平面図形を構成する要素 

・三角形，四角形の概念 

・長方形，正方形，直角三角形の概念，書き方 

 

＜３年＞ 

            

 ⑬三角形         ④円と球 

 ・二等辺三角形，正三角形の  ・円と球の 

概念，性質，書き方      概念と性質  

 ・形としての角の概念，    ・コンパスの 

大小比較           使い方             

 

＜４年＞ 

 

 ②角の大きさ     ④垂直･平行と四角形 

 ・回転の角の大きさと  ・垂直，平行の概念， 

単位          性質，かき方 

 ・角度のはかり方     ・台形，平行四辺形， 

 ・角のかき方       ひし形，対角線の 

 ・三角形のかき方     概念，性質，かき方 

 ・対頂角の性質 

   

 

 

６ 単元の指導計画（全 10時間） 

 １ いろいろな三角形を，辺の長さに着目して分

類する。 

  二等辺三角形と正三角形の定義を知り弁別を

する。 

 ２ 二等辺三角形のかき方を理解し作図する。 

 ３ 正三角形のかき方を考え，作図する。 

【本時】 

 ４ 円の性質を活用した二等辺三角形や正三 

角形を作図する。 

 ５ 形としての角の概念を理解する。 

６ 角の大小比較をする。 

 ７ 二等辺三角形や正三角形の角の性質を理解

する。 

 ８ 二等辺三角形と正三角形を並べて敷き詰め

る。 

 ９～10 練習問題に取り組む。 

 

 

 

 

５ 単元の系統性 

＜１年＞ 

 

 

 

 

＜４年＞ 

 

＜５年＞ 

 

 

６ 単元の指導計画（全 10時間） 

１ 面積の比べ方を考え，比べる。 

 ２ 面積の意味，面積の単位「平方センチメート

ル(㎠)」を知る。 

３ 長方形や正方形の面積を求める方法を考え，

公式を作る。【本時】 

 ４ 面積の公式を活用する。 

 ５ 複合図形の面積を求める。 

６ 面積の単位「平方メートル(㎡）)，㎡と㎠の

関係を知る。 

 ７ 辺の長さがｍで表されている場合にも，面積

の公式が適用できることを知る。 

 ８ 面積の単位「アール(ａ）)「ヘクタール（ｈ

ａ）」「平方キロメートル（㎢）」と，その相

互関係を知る。 

 ９～10 練習問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

⑮どちらがひろい 

・面積の意味や測定についての素地的活動 

⑪面積のはかり方と表し方 

・面積の意味 

・面積の単位（㎠、㎡、㎢、a、ha）と単位の 

相互関係 

・長方形、正方形の面積の求め方と公式の意味             

・複合図形の面積 

②直方体や立方体の体積 

・体積の意味 

・体積の単位（㎤、㎥）と単

位の相互関係 

・直方体、立方体の体積の求

め方と公式 

・複合図形の体積 

・体積の観測 

⑪四角形と

三角形の

面積 

・平行四辺形や

三角形、台

形、ひし形の

面積の求め

方と公式 



７ 本時の指導 

（１） 目標 

正三角形の作図の仕方を理解し，正三角

形を作図することができる。 

 

（２） 本時の評価規準 

【数学的な考え方】 二等辺三角形の作図方法を

基にして，正三角形の作図法を考え，説明

している。 

【技能】 コンパスと定規を用いて，正三角形

を作図することができる。 

 

（３） 研究との関わり 

① 導入の工夫 

 二等辺三角形と正三角形を比べる活動

を行うことにより，正三角形を自分で書い

てみようという意欲を持たせる。 

②書く活動の充実 

    正三角形を自分で作図し，書き方を説明で

きるように書いてまとめさせる。 

    振り返りを書くときには，観点を示し，文

章でまとめさせる。 

７ 本時の指導 

（１） 目標 

長方形，正方形の面積を計算で求める方

法を理解し，面積を求める公式を作ること

ができる。 

（２） 本時の評価規準 

【関心・意欲・態度】 面積は計器による測定で

はなく，縦横の辺の長さから計算で求めら

れることの便利さに気づいている。 

【技能】 面積の公式を用いて，長方形，正方

形の面積を求めることができる。 

 

（３） 研究との関わり 

① 導入の工夫 

長方形の図の中に１㎠の正方形を敷き

詰める活動を行い，計算方法を考えること

に興味を持たせる。 

② 書く活動の充実 

 図を１㎝に区切り，図から考えた式を書

き，根拠を言葉でまとめさせる。 

 振り返りを書くときには，観点を示し，

文章でまとめさせる。 

（４） 本時の展開 

第３学年 第４学年 

指導上の留意点 

評価方法 ○評  

◆研究とのかかわり 

学習内容と学習活動（○） 

予想される児童の反応（・） 
段階 

学習内容と学習活動（○） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点 

評価方法 ○評  

◆研究とのかかわり 

○前時に学習し

た二等辺三角

形の書き方を

思い起こさせ

る。 

○作図できたら，

シートを重ね

て自分で答え

合わせをさせ

る。 

 

 

 

 

 

１ 練習問題を解く。 

 ○ｐ１０８のサの補充

問題を解く。 

 

① 辺の長さが３㎝，

３㎝，５㎝ 

② 辺の長さが４cm，

７㎝，７cm 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

る 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

つ

か

む 

・ 

見

通

す 
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１ 問題を把握する。 

下の長方形や正方形の

面積の求め方を考えまし

ょう。 

 

２ 学習課題をつかむ。 

 面積を計算で求める

方法を考えよう。 

 

３ 学習の見通しをもつ。 

○１㎠の正方形を書く。 

○計算でもとめる方法を

考える。 

 

 

○前時に学習し

た面積の意味

を確認する。 

◆研① 

 

 

 

 

○毎回，1 ㎠の

正方形を数え

ることが大変

なことに気づ

かせ，課題を

つかませる。 

○１㎠の正方形

を書き，そこ

から計算で求

める方法を考

えることを確

かめる。 

 

○問題を読んで，

正三角形の書

き方を考えさ 

せる。 

 

 

２ 問題を把握する。 

 １辺の長さが４cm の

正三角形のかき方を考

えましょう。 
 

 

 

つ

か

む 

・ 

 ○あ   

○い  

 ○う  

u 



 

◆研① 

 

○二等辺三角形

と同じように

書けることを

おさえる。 

３ 学習課題をつかむ。 

正三角形のかき方を

考えよう。 

 

４ 学習の見通しをもつ。 

 ○正三角形を書く。 

 ○書き方を言葉で書く。 

 

見

通

す 
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考

え

る 

 

 

 

７ 

４ 自力解決する。 

・図を１㎝ごとに区切って

１㎠の正方形を書いて

数える。 

・たての数，横の数から，

式を考える。 

・どうしてその式になるか

言葉で書く。 

○解決の順番を

掲示する。 

○ヒントカード

を用意して、

自力解決を支

援する。 

◆研② 

○評 コンパスと定

規を用いて，正

三角形を作図

することがで

きる。【ノート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自力解決する。 

 ○正三角形を作図する。 

 ○書き方を言葉で書く。 

・４㎝のアイの辺をか

く。 

・アを中心にして半径４

㎝の円の部分をかく。 

・イを中心にして半径４

㎝の円の部分をかく。 

・２つの円が交わったと

ころをウの点とする。 

・ウとア，ウとイを直線

でむすぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 
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学

び

合

う 

 

 

 

 

 

８ 

５ 比較・検討する。 

○計算で求める方法を発

表する。 

・４×６＝２４ 

・４が６こあるから２４ 

 

６ 類似問題を解く。 

○○い の正方形と○う の長方

形の面積を計算で求める。 

・５×５＝２５ 

・３×７＝２１ 

○４個並んだ正

方形が，６列

あることを確

かめる。 

 

○評面積は，縦横

の辺の長さか

ら計算で求め

られることの

便利さに気づ

いている。 

【発表・ノート】 

 

ま

と

め

る 

 

 

 

５ 

７ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

長方形や正方形の面積の公式 

長方形の面積＝たて×横 

＝横×たて 

正方形の面積＝一辺×一辺 
 

 

○評 二等辺三角形

の作図方法を

基にして，正三

角形の作図法

を考え，説明し

ている。【発表】 

６ 比較・検討する。 

 ○書いた図を見ながら

書き方を発表する。 

 ○二等辺三角形のかき

方とくらべる。 

 ・書き方が同じ 

 ・全部同じ長さになる 

 

学

び

合

う 

５ 

 

 

た

し

か

め

る 
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８ 練習問題を解く。 

 ○ｐ２３△1 △2 を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○評面積の公式を

用いて，長方

形，正方形の

面積を求める

ことができて

いる。 

【ノート】 

 

 

７ 本時のまとめをする。 

 

 

 

８ 練習問題を解く。 

 ○ｐ３４△4 ①②を解く。 

まと

める 

・ 

たし

かめ

る 

５ 

◆研② 
９ 学習を振り返る。 

 ○学習感想を書く。 

 ○発表する。 

振

り

返

る 

５ 

振

り

返

る 

５ 

９ 学習を振り返る。 

 ○学習感想を書く。 

 ○発表する。 

◆研② 

長方形や正方形の面積を計算で求めるには、 

① となり合った２つの辺の長さをはかる。 

② ２つの辺の長さを表す数をかける。 

 正三角形も二等辺三角形と同じかき

方でかける。 



＜板書計画＞ 

○ ３年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ４年生 

 

  

   

 

○４年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                       答え ２５㎠ 

   

 

 

 

 

  

学習課題                             まとめ 

                                                 

問題 

                        ４×６＝２４ 

                        答え ２４㎠ 

                                                                             

                      ５×５＝２５ 

 

                          ３×７＝２１ 

                         答え ２１㎠ 

 

 

  
自分の考え 

 ○１㎠の正方形を書く。                  

 ○式をかく。 

○その式に考えた 

わけを書く。                        たしかめ 

                                 ｐ２３△1 △2  

                              まとめ 

学習課題 

問題 

 

                              
 たしかめ 

                                ｐ３４ △4 ①② 

 

                                

 

 
自分の考え 

 ○正三角形を書く。          

   ・コンパス 

   ・ものさし 

 ○正三角形のかき方を書く。 

 

正三角形のかき方を考えよう。 

 １辺の長さが４cm の正三角

形のかき方を考えよう。 

  

 

 

 

① ４cm のアイの辺を書く。 

② アを中心にして半径４㎝の円の部分を書く。 

③ イを中心にして半径４㎝の円の部分を書く。 

④ ２つの円が交わったところをウの点とする。 

⑤ ウとア、ウとイを直線で結ぶ。 

正三角形も二等辺三角形と

同じかき方で書ける。 

面積を計算で求める方法を考えよう。 

下の長方形や正方形の面

積の求め方を考えましょ

う。 

            

  ○あ  

  ○う  

○い  

式 ４×６＝２４ 

  ４が６こあるから２４ 

 

 

  

 長方形や正方形の面

積を計算で求めるに

は、 

①となり合った２つの

辺の長さをはかる。 

②２つの辺の長さを表

す数をかける。 

長方形や正方形の面積の公式 

長方形の面積＝たて×横 

      ＝横×たて 

正方形の面積＝一辺×一辺 


